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前橋市ほ、北に赤城山、西に榛名山を望見する関東平野の北部を市域とした  

県都である。市域を南から北へ貫流する利根川の清流は市域を潤し、「水と緑  

と詩の町」前橋として、また古くから「糸の町」として養蚕製糸で栄えてきた  

市であります。今、北関東一の人口28万を擁し、生涯学習都市を目指し教育、  

文化、商工業の調和ある街づくりが進められ、中心市街地の再開発事業、土地  

区画整理事業、前橋工業団地・住宅団地の造成と、槌音高く進められています。  

当大友屋敷Ⅲ遺跡の所在する利根川の右岸地域も土地区画整理事業による整備  

や民間の宅地造成による地域開発が盛んに進められています。前橋市元総社町  

12街区のこの地は、民間共同住宅の建設に先立って発掘調査を実施したもの   

で、先の大友屋敷Ⅰ遺跡と区画街路を間に置き隣接しています。国府推定地内   

遺跡の寺田遺跡など多くの遺跡に近く、特に大友屋敷Ⅱ遺跡で検出の溝と比べ  

類似性の高い溝をB軽石下から確認するなどの他、遺存状態が充分ではないが、  

古墳時代中後期、奈良、平安時代の住居址5軒、土坑1基を確認しました。数   

多くの出土遺物の中には完形や復元可能な土師器、須恵器など約20点程検出   

出来ました。本報告書を刊行するにあたり建築主の鷹尾基久子様をはじめ多く   

の万々から物心両面でのご協力いただき厚く感謝申し上げます。本報告吾がこ   

の地域の歴史解明の資料として少しでも利用される所があれば幸甚であります。  

昭和63年2月  
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団 長  関 口 和 雄  
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1．本書は都市計画法第29粂の開発行為（共同住宅2棟建設事業）に先がけた開発予定地の埋   

蔵文化財発掘調査報告書である。  

2．発掘調査は前橋市教育委員会のもとに組織された。前橋市埋蔵文化財発掘調査団（団長 関   

口和雄）の委託を受け、スナガ環境測設株式会社（前僑市青柳町211－1代表取締役   

須永虞弘）が実施した。  

3．調査担当者 浜田博一（前橋市教育委員会管理部文化財保護室係長）  

遠藤和夫（  同  上  主任）  

新保一美（  同  上  嘱託）  

金子正人（スナガ環境測設株式会社埋蔵文化財調査部長）  

白石光男（  同  上  第ニグループチーフ）  

4．遺跡名、所在地、調査期間及び調査面積は下記の通りである。   

遺跡名  大友屋敷Ⅲ遺跡 略称 62A－27   

所在地  前橋市元総社町12街区3690－1   

調査期間 発掘調査 昭和62年9月21日～10月15日まで実施した。  

遺物整理 調査資料の整理まとめ、など昭和62年12月10日完了   

調査面積 210〝㌔  

5．本調査における出土遺物ほ、前借市教育委員会のもとに保管されている。  

6．本書はスナガ環境測設㈱埋蔵文化財調査部が作成に当たり、編集総括を金子正人が当たり、   

白石光男が執筆と遺構のトレースを行った。佐々木智恵子、角田朱美が遺物の実測とトレー  

スをし、作業事務を柴崎信江が行った。  

7．測量作業の指導は須永典弘（測量士第52614号）が行い、発掘調査の安全管理に荻野博巳が   

当たった。  

8．本調査に際して、多大なご協力を頂きました、開発行為者の鷹尾基久子氏や前橋市教育委員   

会及び地元市民の方々並びに調査及び整理に際して種々と御指導、御助言を賜わった各方面   

の方々に心より感謝申し上げます。  

9．調査に参加した方々ほ次の通りであります。記して感謝致します。（順不同）  

今井芳生、 板垣 宏、 須永嘉明、 松岡和香江、河西三明、  

近藤充朗、 小林康典、 石川サワ子、 原沢政雄  
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凡   

1．遺構の略号   

H一任冒址  W一溝  D一土坑  
t ■  

2．実測図の縮尺   

全体図1／150 住居址1／60（カマド1／30）土坑1／60 溝1／／竃0   

上層断面図1／40 遺物実測図1／3  

3．現況図ほ「前橋現形図42」S＝1：2500を用いた。  

4．遺跡の位置の基準 Ⅹ＝42955．000m Y＝－70760．000m  

基準点、国土地理院の三角点及び水準点  

座標系 第Ⅸ系  

方 眼 4m間隔  

等高線 10c仇  

5．土居断面の土色名及び土器類の色調名は「新版基準土色帳」による。  

6．挿図中のスクリートーソの表示ほ下記の通りである。   

臣；喜卜＝‥ J仙   E∃…… 恍L   蜃固…・＝ 灰層   

［＝コ‥…・ 灰粕陶器  
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第一章 調査に至る経緯  

前橋市元総社町12街区3690－1に位置する本遺跡の周辺にほ上野国府推定地域や、国分僧寺・  

国分尼寺跡等が存在し古代群馬を知る上で大変重要な地域である。  

前橋市は昭和20年8月5日の太平洋戦争の大空襲によって市街地の8割を焼失する被害を受  

けたが、昭和21年10月には中心市街地約300んを戦災復興土地区画整理事業に着手、群馬県と  

前橋市が施工者になり、いち早く復興に努めると共に、昭和29年にほ隣接町村を合併し元総社  

町、総社町などの利根川右岸の地域にほ、消費都市から生産都市への転換をほかるため都市計画  

巾決定を昭和33年。新前橋区画整理事業に続いて、同36年西部第1、同37年にほ西部第2、西部  
第3（西部第3総社明神）土地区画整理事業の計画決定がされた。昭和57年6月には前僑都  

市計画事業元総社（西部第≡明神）土地区画整理事業が実施に移され、県都前橋としてまた広域  

・● 経済圏の拠点都市を目指して着実に整備されている0かつて7世紀の上野国の中心地上野国府を  

今、都市計画事業によって再構築している状況です。   

新都市計画法は昭和43年（法律第100号）で「都市の健全な発展と秩序ある整備を図り…■」  

を目的に施行され、これを受けて、前橋市は宅地開発指導要項（前橋市告示第10号）で開発行  

為に対する同意（都市計画法第32条の規定）をするため、開発行為事業の行政指導に当たって  

いる。市教育委員会でほ「開発行為の土木工事」と「文化財保護法（昭和25年法律第214号）  

第57条の2（土木工事等のための発掘に関する届出及び指示）」との調整と行政指導にあたっ  

ている。大友屋敷Ⅲ遺跡は開発行為者（協議事業者）鷹尾基久子（住所東京都太田区田園調布二  

丁目47番10号）氏から共同住宅2棟（住宅30戸）の建設を目的に昭和62年7月23日付け宅  

地開発事業事前協議書が提出（市長あて）され、また市教育委員会教育長あてに同氏より埋蔵文  

化財確認調査の依煩があり昭和62年7月24日担当職貞をもって調査を実施し、7月26日付け  

で調査結果を依板老に回答した。   

調査結果回答書の抜翠  

已≡ 1・調査方法  

現地調査、文献調査、地形調査   

2．表面採集調査の結果  

採集した資料なし  

地形観察  前橋台地  

周辺遺跡 元総社明神遺跡群、大友屋敷耳遠跡、堰越遺跡   

3．意見  

申請地にほ盛土がなされ遣物当の採取ほ不可能であるが、隣接地は大友屋敷Ⅱ遺跡の本発  

掘現場である。この現場からは東西方向の溝を検出してし、る。この溝と申請地内を南北に  

走行している満との関連が国府域を画するか否かの重要な問題を含んでいる為試掘調査の  
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必要があるものと判断するものである。  以上抜孝   
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市宅地開発事前協議審査委員会から文化財保護室長宛7月31日付けで事前協議に対する意見  

が求められたことについて、8月5日付で推定国府域にかかる重要遺構が予測されるため試掘調  

査の必要ある旨通知した。また8月1日付で開発行為者（麿尾基久子氏）から教育長宛に試掘調  

査の依頼書が提出されたので8月20日に試掘調査を実施した調査結果等は9月1日付けで開発  

行為者に回答した。  

試掘調査結果の回答抜拳  

1．試掘面積  120ナげ   

2．調査方法   

開発予定地の東西南北に確認トレンチを幅1．2mで3粂設定した。次にバックホウで確認面   

まで掘削を行し、遺構の検出に勤めた。また地層の観察記録を行い遺跡の有無につし、て検討した。   

記録資料として写真撮影と測量も併せて実施した。  

3．調査結果  

検出した遺構…… 住居址  4軒  

， ピット  2基  

溝  1条  

検出した遺物…… 土師器片  若干  

須恵器片  若干  

4、意見 申請地の西北に住居址4軒を検出した。うち1軒ほ区画整理以前の構築物である倉庫   

の基礎によって残存率が悪いが、3軒は比較的残りの良い状態であった。前述の倉庫のため申   

請地の大半は撹乱を受け遺構の検出ほ出来なかった。北側トレンチ西半分の3軒の住居址を中   

心に発掘調査の必要がある。（以上抜輩）   

昭和62年9月7日付で教育長宛に「埋蔵文化財発掘調査について」（依療）が鷹尾基久子氏  

名で帽されたのを受けて、昭和62年9月8日付け前教文陶第195号教育長名で前橋市埋蔵文l 
化財発掘調査団宛「民間開発ケこ伴う埋蔵文化財発掘調査について（依頼）」を受けて文化財保護  

法（昭和25年法律第214号）第57条第1項に規定する「埋蔵文化財発掘調査」の届出を前橋  

市埋蔵文化財発掘調査団長名で文化庁長官宛手続きを行った。   

調査面積  210〝㌔（全面発掘）   

発掘調査の期間  自 昭和62年9月24日  

至 昭和62年10月16日  

沖
 
 

以上、調査に至る経過を記すものである。  
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ロ  下 東 西 遺  2  国分境遺跡  田   

5  遠 見 山 古 墳  6  総社二子山古墳  7  愛宕山古墳  8  宝塔山古墳   

9  蛇 穴 山 古 項  10  山王廃寺跡  四  閑泉樋遺跡  12  元総社明神遺跡   

13  草 作 遺 跡  14  上野国府域（推定  15  上野国分僧寺  16  上野国分尼寺   

17  鳥 羽 遺 跡  18  さ語邑・．・整調   19  寺 田 遺 跡  20  閑泉樋南遺跡   

21  天 神 遺  22  東山道（推定）  23  大友屋敷Ⅰ遺跡  24  ，大友屋敷Ⅲ遺跡   
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第2草 道跡の位置と環境  

前橋市ほその地形や地質から見て、赤城火山斜面地帯と河床地帯である広瀬川低地、そして、  

前橋泥流の堆積砿よる前橋台地等に区分できる0本遺跡のある大友屋敷Ⅲ遺跡はこの前橋台地上  

に位置し、榛名山系の河川である牛池川によって形成された平坦な徴高地に立地して（ノ、る。また  

遺跡の東約加m付近にほ、市道大友西通線（通称産業道路）が通り、南には主要地方道である前  

橋・群馬・高崎線が走っている0・遺跡の周りほ畑地であり、西約400m付近に上野国総社神社を  

望む。  

掃 本遺跡が所在する前橋市元組町12街区369。－1番地周辺は、古代上野国。政治．文化の中  
心的地域であり、「倭名類東砂」に記述されている上野国府の推定地域でもあるため、関連ある  

遺跡の所在が注目される0閑泉樋遺跡や閑泉樋南遺跡また元総社明神遺跡、寺田遺跡等では幅約  

n 7mの規模を持つ大帝が確認されており、国府域との関わりが注目されている。最近ではこの大  

溝と交わるのではと考えられる幅5m樫の溝が大友屋敷Ⅰ遺跡で確認された。また元総社小学校  

校庭遺跡でほ、官衛の一部と思われる柱穴も見つかっており上野国府解明にとって大変重要な地  

域である。集落址におし、ても天神遺跡、草作遺跡、元総社明神遺跡等で確認調査されており、  

国府と集落の関係が興味深い。また国府域の近くにほ官道である東山道や国分僧寺、国分尼寺跡  

等も存在し奈良時代から平安時代にかけて、古代上野国の中心、的様相を帯びた地域であったこと  

が窺われる。  

第3章 調 査 概 要  

1．調査方法   

前借市教育委員会は事業者である鷹尾基久子氏の調査依頼を受け大友屋敷Ⅲ遺跡の試掘調査  

を行った。試掘方法ほ北と南側各1本ずつのトレンチ（東西方向）と、この両トレンチ問た南  

北方向のトレンチ（筋掘り）1本を約1．2m幅で設定し試掘を行った。地断ほ北側トレンチ2  

箇所南側トレンチ1箇所計3箇所で確認した。試掘面積は約120ナげであり、その結果北側トレ  

ンチから住居址、土師器、須恵器等の遺構遺物が確認された為本調査を行うことになった。   

本調査は北側トレンチを中心に行い調査面積は210〝㌔で昭和62年9月21日より10月15  

日まで発掘調査を行った0 表土掘削の探さほ60～80cmの間で行いプラン確認後、測量  

基準を標高112・50m、座標をK－1地点でX＝42955．000m、Y＝r70760．000m、K－2」地  

点でⅩ＝42955・000m、Y＝－70780・000m に設定しこれを基準として調査区を北西隅  

より経線をABC”・Eまで、経線を012‥・6まで各々4m幅のグリットで設定した。また各  

グリットの呼び方は北西交点を使用した。溝ほトレンチと試掘にて方向、深さ、幅等を確認調  

査した。住居址ほカマドを基準にべルトを設け土層観察を行った。カマドは残存状態のよいも  

のほ十字に切りそれ以外ほ半裁し、土層観察を行いその後遣り方を調査した。貯蔵穴、土坑ほ  

半裁し土層観察後完掘を行った。出土遺物は覆土中のものは表採として取り上げ遺構に伴うも  

のは遺構ごとに一括としたが、重要であると判断したものは図面に記録後取り上げた。写真撮  

－5一・   
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影ほ遺構、全体、空中写真等で行い使用フィルムは白黒、リバーサル、で撮影記録した。  

2．経 過   

大友屋敷Ⅲ遺跡の調査期間は、昭和62年9月21日脚～10月15日内まで行われた。実働   

日数は20日間である。以下日誌より抜華。  

9月21日 ～ 24日 休憩場所、発掘楼材の整理、運搬作業。キャリーダンプによ  

る排土の運搬作業。  

9月25日 ～  29日 グリット杭打ち作業、表土ジョレン掻き後プラン確認と土層  

観察作業とセクショソ図の作成。  

9月30日～10月 2日 プラン確認に沿って住居址、溝の調査開始。写真撮影開始。   

10月 3日  ～   7日 4号住居、5号住居の平面測量と写真撮影。1・2・3号住居  

の調査、土坑の調査、遺物取り上げ開始。   

10月 8日 ～  12日1号住居、2号住居、3号住居、土坑、溝の平面測量と写真  

撮影。土層観察作業とセクショソ図作成。各住居址カマドの  

調査と図面作成。   

10月13日  ～15日 全体図1／50にコンタを落とす。気球を使用し空中撮影。  

発掘枚材等の撤収作業。大友屋敷Ⅲ遺跡発掘調査終了する。  

3．基本土層  

l層 盛り土  

［層 暗褐色土層 BP、FPを含み粘性ほ有るが粒子粗い。  

Ⅲ層 黒褐色土層 粘性が有り土質は密で締りほ良い。  

Ⅳ層黒褐色土層C．。を多く含み粘性が有り土質ほ密で良く締まっているJ  

第3図 基本土層  

第4章 遺構と出土遣物  

1．住居址と土坑  

a l号住居圭止（H－1）   

本住居址ほ西壁B－1グリット付近に位置し、1号溝により切られている。はとんどが調査区  

域外であるが平面プランは方形であると思われる。調査した範囲での規模ほ南北約1．5m、東西  

約1・1mを測る。床面については締りのない状態であり確認するのが困難であった。   

カマドは殆ど形をとどめず焼土範囲を残すのみであった。  

出土遺物は須恵器・杯・高台杯・皿等6点ほど数えるがH－1に関係あると思われる物は高台杯  

1点しかなく、その他は覆土中の出土である。時期的にほ国分期に比定されよう。   

b 2号住居址（H－2）   

H－2は調査区西壁よりに位置しH－3との前後関係がはっきりしなかったが、H－3の壁の  
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Al12．50m  

第4図 H－1・2号住居址と土抗  

土層注記（H－2とカマド）  
1・明褐色土層 粘性が有り土質ほ密である。CP、  

ロ‾ムブロック、炭化物を含む。  

1司  

J一十／■・一こ  ・t・．■  

A■112．50m  

土層注記（H－2カマド）  
1・明褐色土層焼土・CP、粘土ブロックを含む。粘性はない。 2 
・明褐色土層廃土はあまり含まず、1層の陶欄の様である。 3 
・明褐色土層焼土・CPほ含まない。粘性住有る。  

＜l  

J＝12．50「■  A・   8－－2・50m  B／   
CIT2．50m C／  

土層注記（D－1）  
1．明褐色土層 締まりが良く粘性が有りCPを  

全体に含む。所々に炭化物が見  
られる。  

2・黒色土層 粘性に富み土質ほ密である。CP  
は含まず所々折ニロームブロックが  
見られる。  

土層注記（H－2出土遺物）  
1．明褐色土層 粘性が有り土質  
ほ締まりがある。CPを含  
み所々に炭化物も見られる。  

2・暗褐色土層 粘性が有り土質  
は締まり密である。CPは  
含まない。  

第5図 H－2カマドと出土遺物   

■  ．；．  ‾7－  



立ち上がりが認められたため、H－3により切られておりH－2がH－3より先行する事が確認  

された。平面プランは長方形を呈し、W－3やH－3が重複しているため正確なプランは確認出  

来なかったが、調査範囲内で推定すると南北約1．9m、東西約2・5mを測り、主軸方位ほN－  

1130－Eである。壁高はカマド付近では約20c椚程で西に行くに従、い低くなる。床面ほ比較的し  

っかりしており西方向に傾斜している。カマドほ東壁に付設してあった様だが焼土が残っていた  

だけで原形は殆ど留めていなかった。又、脇にほ炭化物を含む焼土の存在が認められカマドのほ  

かにも火の使用があったと思オっれる。   

出土遺物は総数181点を数えるが復元可能なものは4点であった。またカマド脇からはぼ完形  

の杯が高杯の上に乗りセットで出土したことは注目される。その他、円板（土師器）も出土した。  

和泉から鬼高Ⅰにかけての遺物を中心に出土している。   

c 土坑（D－1）   

本土坑は調査区域で1基を数えH－2とH－3の重複するすくや東脇に位置し上・下端径約1m、  

深さ約40cmを測る。底ほ平坦であり、形状ほ円形プランで壁面は垂直に立ち上がる。覆土ほC  

軽石粒を含み炭化物を疎らに含んでいたが量としてとらえるにほ至っていない。又、出土遺物ほ  

土師器の小片を10点数えるのみであった。   

d 3号住居址（H－3）   

本住居址は調査区南西隅に位置し、本調査区内で一番残存状況の良い住居址であった。北西・  

南西隅のコーナーは、調査区域外であったため正確な平面プランほ確認出来なかったがほぼ正方  

形を呈すと思われる。規模ほ南北軸長で約4．5m、東西軸長で約4．5～5mを測り、主軸方向は  

N－730－Eである。壁高ほ約20～40c〝lぐらいであり西壁に行くに従い低くなって行く。床面  

ほ平坦であり比較的やわらかい床面で所々にC軽石混じりの貼り床が見られる。貯蔵穴ほ、ロー  

ト状に2段に掘られ、円形プランで上幅約110c批、中幅70c狐、下幅約30c仇を測る。深さは約  

55cm程である。また中段付近から土圧により押しつぶされた土師器の莞が出土した。   

カマドは東壁中央部に付設されており主軸方向はN－7ぎーEである。全長ほ120c彿、最大幅  

約90c〝1、燃焼部長約50cm、焚口部長約40c批、燃焼部幅約40c〝Z、焚口部幅約40c机を測り住  

居址内に長く張り出している。袖石、天井石、支脚石とも凝灰岩の切り石で造られており、袖石、  

天井石ほ鳥居状に組まれていたようだ。灰層の堆積状況が良く厚さ5m程の灰層がカマドを囲む  

ように分布しておりカマドの使用頻度の多さが窺われる。又、検出状況から見て北から南にかけ  

て力が加わったのか天井石ほ中央から二つに折れ右袖石ほ脇に飛ばされていた。   

出土遺物は総数639点を数えるが、その内復元可能なものほ杯、璽など15点であった。遺物  

は住居址北壁隅から多く検出された。又、カマド内より2個体の杯が検出されたが、カマドの崩  

れたときに流れ込んだ様である。H－3出土遺物ほ時期的には鬼高Ⅰあたりに比定出来よう。   

e 4号住居址（H－4）   

H－4は調査区中央に位置する。平面プランほ東西に長い長方形で南北軸長約3．4m東西軸長  

約2．5mを測り主軸方向ほN－700－Eである。壁高ほ約10～17c仇程を測り立ち上がりほ直  

－8－   
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土層注記（H－3貯蔵穴）  
1・明褐色土層 粘性はそれ程ないが、土質  

ほFPを含む。  
乙 暗褐色土層 粘性が有り土質は比較的軟  

かい。CP、FP、ローム  
ブロックを含む。  

2a 暗褐色土層 粘性、土質は2層と同じ  
だがロームブロックほ2層  

より多く含む。  
3・暗褐色土居 粘性に富み土質は密である。  

CP、FPほ見られない。  
4・暗褐色土層 粘性・土質は3層と同じだ  

がロームブロックを含む。  

Al  
All乙50m   

第6図 H－3号住居址と貯蔵穴  

士層住記（H－3）  塁：o  
：  

ロック奇所々に含む。  

Bl12．50m  

血l  

ヒ＝ニ＝二＝ゴm  
亡】  

土層注記（H－3カマド）   
1．明褐色土層 粘性ほそれ程な  
いが、CPと焼土を多量に含  
む土質ほ密で締まっている。  

⊆′la 
。ま、  
土質締まっている。   
2．明褐色士層1層よりもCP  
焼土ほ含まれ粘性もある。   
ユ 淡褐色土層 カマドの灰が混  

ざっており、粘性はあまりな  
い。   

d．焼土層  

Cl】2．50m  

第7図 H－3カマド  
0  

！  
帥  
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線的に立ちあがる。床面ほほっきりせず締り方も普通である。カマドほ東壁中央に付設されたと  

思われるが、原形はとどめておらず、焼土範囲が確認できる程度であった。出土遺物は土師器片、  

須恵器片81点を数えるが、復元可能なものは土師器の杯1点のみであった。時期的にほ真間期  

あたりが妥当かと思われる。   

f 5号住居址（H－5）   

H－5は、調査区北壁寄りに位置し平面プランは長方形を呈し、主軸方位ほN－720－Eであ  

る。南北軸長ほ約2・9mを測り、東西軸長ほW－－3と重複関係にあり推定が約2．1mを測る。壁  

高ほ約13c仇程であるが明確な立ち上がりは確認できなかった0床面ほ凹凸がありはっきりせず′  

貼り床ほみられない。締りほ普通である。   

カマドは東壁の中央南寄りに付設されたと思われるが残存状態は良くなく、焼土範囲を残すの  

みであった。出土遣物は土師器片17点を数えるが復元可能なものは杯1点のみである。時期的  

にほ鬼高Ⅰに比定できよう。   

g その他   

3トレンチ内には住居址が存在したと思われるが調査の段階では確認できず遺物だけが出土し  

た。遺物ほ復元でき時期的には鬼高Ⅰに比定出来よう。また表土掘削時に西壁上にカマドの両袖  

石が検出され住居址の重複が見られた。出土した遺物は657点数えるがその大部分が小片であり、  

器形的な特徴は判断しかねた。しかし、須恵器においてほ5点はど実測可能なものが出土してお  

り、実測ほ可能ではないが、その特徴が推察できる遺物が出土しており時期考察が出来た。出土  

遣物ほおもに異聞期を中心に国分期迄のものが多いようだ。  

∧112，5□¶  

士椚柁記（H－4カマド）  
1．黒田色土層 粘性が有り土質ほ締まり密  

である。  
2．蹟褐色土椚 柑佃同門土勒土師まり、  

冊万に拭か見暮㌧jl．ム。  
1・机上閉 蛸土町睨人か全作刑闇上れるが、  

それは上租く加t。脂性はあま  
りなく土質締まっている。  

第8図 H－4号住居址とカマド   

土層注記 （H－d）  
1．暗褐色土椚 粘性はそれ程なく、土質は締まっている。CP  

を含み所々に鉄分の付着も見られる。  
2．黒色土間 粘性が有り土質は密である。CPを所々に含む。  

0  2m  
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鞋＝ 二さ や  
All乙50m  

土層注記（H－5）  
1．暗褐色士層 粘性はそれはどないが土質は良く締まってし  

る。CPを含む。  
2・黒色土層 粘性が有り土質は締まっている。所々に3～4  

C椚程のロームブロックを含む。  第9図 H－5号住旨址  

2．溝   

本遺跡では、3条の溝が確認されており調査区北壁側から1号溝（W－1）、2号溝（W－2）、  

3号溝（W－3）と調査した。W－2とW－3は西壁方向に行くに従い確認できなくなって行く  

為両帝とも満と呼ぶには疑問が残る。調査区内での長さはW－2で約9m、W－3で約10m程  

を測り、出土遺物は検出しなかった。W－1は1トレソチと2トレンチにて確認調査した。調査  

区内北西隅から北壁中央部に向かってほぼN－900－Eで走行する。B軽石層は確認できなかっ  

たが、土居の2，3層でB軽石の混入が認められる。溝幅ほ推定で上幅ほ約3．6～4．Om、下幅  

は70c仇、探さは確認面からの深さで約85㈹を測る。調査区内での長さは約8m程である。断  

面形は緩やかなU字形を呈し、立ち上がりは200前後で立ち上がる。文中段を有し溝底ほ固い砂  

礫質で良く締まっており標高は約111．45mを測る。又、中段付近にほ、水の流れていた事を示す  

侵食の痕が認められた。   

出土遺物は覆土中から土師器、須恵器の小片56点が数えられるが摩耗しており流れ込みによ  

るものと思われる。  

－11－   



壇  

SPニS l】5．30 m  SP－N  

3・明褐色士層 粘性は比較的有るが土質ほBPを・多く含むためザラついている  
4・明褐色土層 3層と同じ感じだが、鉄分の付着が見られ締まりも良くなって  

いる。  

5・明褐色土層 粘性は4層より増すが、BPの混入ほ少ない。  
6・明褐色土層 5層と同じ感じだが、BPは含まない。  
7・明褐色土層 土質ほ粘土質で密で有り、締まりも良い。  
8．暗褐色土層 粘性は7層より富み、粘土質で締まりも良い。  
9．黒褐色土層 粘土質で土質は密で弾力がある。  
10■ 黒褐色土層 粘土質で土質は密で有り、所々にロームブロックを含む。  

P 

第10図 W－1．2．3号満と土層断面図  

第5章 ま と め  

今回の発掘調査により、確認された遺構ほ住居址5軒、溝3条、土坑1基であり出土遺物は総  

数1694点を数えた。   

住居址の内訳は古墳時代中期1軒（H－2）、後期2軒（H－3、H－5）奈良・平安時代2  

軒（H－1、H－4）であるが住居址として遺存状態の良いものほH－3のみであった。出土遺  

－12－   



物も全体の約38％を占め、その多さが窺える0＝－2は＝－3より先行する住居址であるが構  
（汁11  

築位置は比較的浅い位置に構築されており、この傾向は元総社明神遺跡等の報告の中でも  

述べられている。カマドほH－3以外の住冒址でほ遺存状態は悪く焼土範囲の確認のみであっ  

たが、各住居址とも東壁中央部にほ付設されていたと考えられる。H－3のカマドに用いられて  

いた切石ほ凝灰岩の切石であり、前記の元総社明神遺跡等でもその検出例が見られる。   

出土遺物についても和泉期～国分期まで出土しており、その範囲の広さが窮われる。特にH－  
（注2）  

2より出土した高杯と杯のセットは遺存状態もよく、高杯は富士見村田中田遺跡13・37号  

住冒址内より出土した遺物にその類例が見られる。溝についてほ、3条（W－1、W－2、W－  

3）検出したがW－2、W－3は途中で途切れてしまい溝として機能していたかどうかは調査段  

階では確認できなかった。   

今回検出されたW－1は調査区北西隅壁沿いに位置しておりトレンチ調査であったため、正確  

に確訳きない点があったが、ほぼN0－Eに走行しており、前回調査した大友屋敷Ⅱ盛）  

のW‾2と同一の溝であると考えられる。又元総社明神遺跡では溝の位置関係についての報告  
（注5）  

がされており、それによると昭和58～60年直に確認された南北方向の大満と東西方向の大  

溝を基に1町ごとにメッシュで区切るとそのメッシュ上に各々の溝が重なり合うとしている。本  

遺跡のW－1と大友屋敷Ⅱ遺跡のW－2を座標を基にこの上に落として見ると東西方向の大溝（  
（注6）  

閑泉樋遺跡）から南へ4町の位置を東西に走行していることが確認された。そして、時期的な  

差ほあるが1町と3町南に東西方向に走行する溝の検出例があるため、これらとの関連も興味深  

い。又、大友屋敷Ⅰ遺跡のW－2とW－6ほB軽石下の溝であると思われるため、南北に走行す  

る大滞との関係が注目される。そしてまた、山崎一氏に拠る蒼海城縄張り図（1978）に記載さ  
（往7）  

れている。昌楽寺脇の掘跡から東に走行する堀跡と本港とが重なり合うため、今後、蒼海城堀跡  

とB軽石層下の大溝を考察する上で本遺跡の存在は極めて重要であると思われる。   

最後に開発行為者である（鷹尾基久子氏）と御指導して戴いた方々、また、調査に参加した方  

々に深く感謝し、ここにまとめと致します。  

＼汗＼   

（注1）「元総社明神遺跡Ⅴ」1986 前橋市教育委員会  

（住2）「富士見相通跡群 田中田・窪谷戸 見限遺跡」1986 富士見村教育委員会   

（注3）「大友屋敷Ⅱ遺跡」1987 前橋市教育委員会  

（注4）大友屋敷Ⅱ遺跡のW－2ほ北東方向に走行しており、両満とも溝底のレベルが111．5c〝ま前後で、同レベルで断  

面形も煩似しているため同一の満と思われる  

（住5）「元総社明神遺跡Ⅲ、Ⅳ」19呂6 前橋市教育委員会  

（住6）第12図参照 前往の報告書付図より抜翠  

（注7）第11図参照 「上国野分僧寺・尼寺中間地域」1986（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団の付図より抜蕃  
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第11図 蒼海城縄張り図  
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’前橋市教育委員会  

．＿一－・・・・・・・・・－→■■－■ 

第12図 現 況 図  
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大友臣敷Ⅲ遺跡出土遺物観察表  法量の（）は推定値  

（c    胎土・焼成  色  調  語 形 の 特 級  （外面〉整形   （内面）整形  

朝出畑   腰 規  。蘇議誌左                  句■t■   ■町■■帆■血可  三・：． 腐  
1Hl－L    須恵署  

肛L  一銭  
2昌益＿・    須恵儲   

杯  駅巴  珊 ■・・ll・■  ■F■■  部～底部  

3法．    ．≡・‡：・   J、喋輪む還元  上がる口唇部外反   l／3残  

6，2  13  歓  灰白色  l・．・・■■・．▼  ■囁■   体甜｝直部  

杯  砂粒七含む還元  上がる  れで調艶  l／3  
・法＿    】＝・；≡≡   

も   完形  
5 日2－1   器   

・r ■・刑    ・・・  ■椰 『凸Ilり  完形  
b H2－2   十   ■句鵬■轟   

T H2－ユ  翻¶鱒卿神路   
■t■…薗  間m／Z  

密    層化  明赤褐色  杯部下伽こ稜右す  撫で■脚き   ー． 1・・’「   聯I′11  

‖H＝－4   血■■  （17ふ）    一  

■    ■    軟  酸化  ■嘲■■  
9 H 2－5  砂粒せ含む   1：いる   

l緑部は  ■W  ロ緑部3／5  Ⅰ7∇    l．1  ．欄■■■■■b■   
撫でi沌整   

欠損  
10 H3－L   器  

帥■  1／2残  

11日3－Z   謂   小礫を含む   ある   

上不  ■モ鵬■   ロ綾部の一部  
る   撫で貢■経   欠凰  

12 Hユー3    土師器   

】3日3－1  m・   ・＿．．J   l′ld  
11は  脚■   l′l■  

14H3－5  砂粒を含む   に外反する   

（310）  
醐   胴部7／／つ■残  

15 H3－6  小礫七含む   

‘ほ℡  ■■巨・・  l ・ ・  ■、・；・  
砂粒を含む   外反する   川 HユーT   器  

■酬   ロ緑郡1／2  雷  
小陳を含む   反する   削り口蹄帥で鋼整  班  

lT H3－B    土師器   

梁  
L呂 Hユー9   石 器   l用   まり多くない   

け1  ■加州   ロ綾部3／4  

ナる   削り口蜘で離   残  
川＝‖－10   」  

■せ■t   11緑部2／3  
20 H■l・M  砂粒を含む   立ち上がる。   口緑部撫で調整   残  

杯  
2」H3－】2    土師詔   味   ■で■■晰書 酬lサ   完形  

日 日ユー13   路   砂粒を含む   撫で肩整 脚り  2／3残        遠  「l「l＝    11  歓 懐化   にぷい但色  底部ほ丸底でロ緑瓢土やや立 ち無架  底部箆削り 口緑膝kで継   

脚   胴部」／2戌  郡躍  
23 日3－11      ＝‖）  

2616   
砂杓を含む   帥1鵡線的に外反する   

ユ且  員   ■鶴  にぷい招塵  休部は浅く口唇証Il直止気  ■で■■  l′目先  

H トl   味に立ち上がる   撫で謂軽  

誕  安巾だ  脚」面l土三而で使用顆匿は多  

川  H ト2  イi 器   14．T   くない   

【・l  照    酸化  l刀爛巴  眩部ほ丸底口唇部ほ円群衣  
4／5残  

味に立ち上がる   ロ良師1士l下欄艶  

・から誹は毘7町ウ  ■咄声  Ilサ  4′／5残  
四  トレソチ 3－L  ‖ 土師器  14Z  砂筆立を含む   にかけ附き切妹である   

lり  ■て■■  l／2残  

28  樫    遮元  灰色  宝珠型の摘みを付すロ緑許  蘭  
11返りを有す   

11耶■■   2／コ残   

試掘一   小味を含む  味lこ折れる   

皿  涯    慮元  元1灰上爬  貼付け扁ホ   ■   ■で■■   在郷l／り  玉   

試掘－   須．1出  器  

皿L  ・＝－・／1・・  る1／1残  

試掘ト   1爽  
っかりしている   ■．．≧た  
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H2－5  

亡二＝二≡き．   

l■ 「．  
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実測図2  

H3－10  

lokn 
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実測図4  
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H3－9  

H4－1  

ト レンチ3－1  

試掘－2  

試掘一3   

晋  
叩  
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継嗣経り凋．  

2トレンチのW1（西より）   
1トレンチのⅣ1（南より）  

21「  
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図版3  

H－3 貯蔵穴と土器出土状況  

H－4 （西より）  

H－5 土器出土状況   
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図版4  
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図版 5  
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試掘－5  
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